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これからの大学図書館と電子図書館機能
有川節夫
九州大学附属図書館
千812-8581福岡市東区箱崎6-10-1
要旨:国立大学は自らの改革や大学院重点化に加えて競争原理の導入や統合再編そして法人化と，
大きな変革に晒されている。大学における教育研究の基盤をなす必須の組織として法的に高い地位
を保障されてきた大学図書舘にも変革が求められている。本講演では，大学図書館の現状を概観し，
これからの大学図書館と電子図書館機能のあるべき姿についていくつかの私見を述べる。また，こ
の約5年間に亙って筆者が館長として取組んできた九州大学附属図書館におけるいくつかの改革や
活動を紹介する。
1. はじめに
国立大学の設置の根拠をなす「国立学校設置
法」において「国立大学に附属図書館を置くJ(第
二章第六条)とされ，これによって「附属図書館」
という名称が規定され，国立大学における必須
の組織として法的に高い地位が保障されてきた。
しかし，国立大学の法人化に際しては，もはや
このような法的位置つけは期待できそうにない。
厳しい競争的環境の中で，これまで法的に保障
されていた高い地位を，いかにしてユーザの付
託に応える形で実質的に維持し，新しい時代の
大学における学習箇教育・研究の中核的な機構
として機能させていけばいいのであろうか。
これは大きな難しい問題のように感じられる
が，その方策は，実は図書館関係者には古くか
ら知られている大学図書館基準の中にみること
ができる。大学図書館基準によると，大学図書
館は，大学における教育研究の基盤施設として，
学術f静置を収集・組織・保管し，これを手!問者
の研究園教育E学習等のための利用要求に対し，
効果的に提供することが主な機能であるとして
いる。また，この機能を発揮するために，以下
のようなことを要請している。 (a)十分な規模・
内容の調和のとれた蔵書構築， (b)利用者の積極
的な協力のもとで利用者の要望を反映した図書
館資料の収集体制の確立 (c)図書館資料の多面
的かつ迅速な検索を可能とするために，全国
的・国際的な書誌事業の成果を活用し，整理業
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務の能率化圃標準化を図り，迅速・的確な処理
に努めること， (d)利用者からの要求に対する迅
速‘的確な対応を可能とする閲覧・貸出，参考
調査等の業務体制の整備， (e)手i問者の要求をふ
まえた蔵書の適切な維持管理と利用機会の提供
と確保， (f)こうした業務の改善を図るための研
究開発機能の整備。
また，図書館職員に関しては，次のように要
請している。 (g)使命の遂行と機能の発揮に必要
十分な職員を適切に配置すること。 (h)図書館に
課せられた高度の専門的業務を処理するために
は，特に専門職員を配置することが必要である。
専門職員には原則として大学院において図書
館・憎医学等を専攻した者を充でなければなら
ない。 (i)研修・再教育の機会と資格・能力陣経
験等にふさわしい処遇を与えること。
これは，昭和27年に制定され，最新版は昭和
57年に改定されたもので，多少色あせた感じは
否めないが，現在でも大学図書館に当然求めら
れる基準として通用する。これらの基準・要請
を十分に満たしている国立大学図書館がどれほ
どあるだろうか。
また，大学図書館には，最近のf静間ヒ社会圃
ネットワーク社会に対応した新しい図書館機能
の構築が強く求められている。 f静引ヒ社会皿ネ
ットワーク社会は，これまで図書館が果たして
きた紙媒体の図書館資料の収集 u組織岡管理・
提供という機能に加えて，学術f静授の創造・発
信とその世界規模での共有という新たな機能を
可能にしている。こうした新しい機能の実現を
推進するため，平成8年には学術審議会から「大
学図書館における電子図書館的機能の充実・強
化について」という建議が出され，京都大学を
始めとするいくつかの大学では文部省からの予
算措置を得てその実現へ向けて事業が展開され
ていることは周知の通りである。その建議では，
大学図書館における電子図書館機能の必要性及
び整備の基本的な考え方をまとめた上で，整備
の具体的な方策として資料の電子化の推進を取
り上げ，その最初に，目録情報の遡及入力の促
進をあげている。また，建議では，情報発信の
重要性も指摘している。
誌丘では，日本学術会議から学術雑誌の急激
な価格高騰と電子ジャーナルへのアクセス確保
に関する緊急提言がなされている。国立大学図
書館協議会には，これまでのこの協議会では考
えられなかったような新しいスタイルの非常に
機動的で、アクティブなタスクフォースが設置さ
れ，電子ジャーナルに係る諸問題を全国的なレ
ベルで解決すベく精力的な活動を展開している口
欧米のSPARC活動にも呼応して，日本でもSPARC
JAPANが提唱され，学術コミュニケーションの
プロセスの変革や学術コミュニケーションにお
ける図書館・学術団体の景5響力の拡大，そのた
めの補助金の確保，出版社との交渉力の向上等
をめざして，学術情報の新しい出版形態等を模
索し始めている口また，科学技術基本計画にお
ける研究情報の基盤整備に関して研究開発s情報
の収集・発信の重要性が指摘され，それに呼応
して科学技術・学術審議会研究計画・評価分科
会デジタル研究情報ワーキング・グループが「学
術情報の渋品基盤の充実について」検討し，現
状分析を行った上で，平成14年3月には学術情
報の;74直基盤に関する基本的な方策と学術情報
の円滑な流通を図るための当面の具体的な方策
を提案している。
このように，大学図書館にしても電子図書館
にしても，理想に近い基準や建議等が示されて
いるが，それがまだ実現されていない状況にあ
る。したがって，これらを実現することがこれ
から大学図書館や電子図書館機能を整備充実さ
せるための第一歩であろう。本稿では，主に日
本の国立大学図書館及びその電子図書館機能の
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現状を概観し，その「未来J，特に「近未来」を
考える上で必要ないくつかの基本的な視点と情
報技術について述ベ，九州大学におけるいくつ
かの取組みを紹介したい。
2.学習図書館としての機能整備
多くの国立大学図書舘において，蔵書構築は，
主に研究者としての教員と大学院学生の関心に
基づいて行われている。したがって，学部学生
のための蔵書という観点からは，前節の大学図
書館基準における (a)を満たす調和のとれたも
のにはなっていない。また， (b)についても，図
書資料の繕入経費が基本的には，各教官の研究
費から支出されることになっているので，研究
者の希望は反映されているが，学部学生という
最も重要な大学の構成員の要望を反映した収集
体制が百位されているとはいいがたい。 こう
した状況にあるから，その結果としての蔵書構
築は，必然的に分野・内容にバランスを欠いた
ものであり，特に，学生の視点から蔵書構築は
不十分なものである。
通常，大学についての議論では， i教育研究」
といういい方が多い。これは，教官の側からの
視点であり，大学の最も基本的な構成員である
学生，特に学部学生の視点に基づくものではな
い。大学図書館には学生用図書経費等の費目は
確かに存在するが，それは彼等の学習に必要な
図書や参考図書を十分に賄うにはf~重いもので
ある。学部学生の学習環境を整備するという観
点から，例えば，入学金の1害IJ相当分を学生用
図書経費として継続的に投入し，図書館職員も
加わって選書すれば，学生用図書は充実し，同
時に，バランスのよい蔵書構築も可能になるは
ずである。また，多様な学習単調査の形態に対
応でき， 't静置コンセント等を備えた学習閲覧室
の整備も重要である。伝統的な紙媒体での書籍
類から，個人の PC内にある資料， PCや携帯電
話等のモバイル機器によってネットワーク経由
で入手するf静置資料までをシームレスに効果的
に参照できるような， ，t静E社会に相応しい環境
を整備且提供することも重要である。
このように，現在大学には，特に大学図書館
には， r学習・教育・研究」という具合に学生に
重きを置いた姿勢が強く求められる。学生が図
書館という公的な空間に出てきて学習するよう
になれば，それが他の学生にいい景濯を与え，
連鎖国伝播して大学全体が学問的な雰囲気と活
気に満たされ，大学改革にも根本的なところか
ら大きく寄与できる。このように学習機能を格
段に充実させるという視点に立つと，大学図書
館の未来が一つ開けてくると思う。
我が国の国立大学図書館で実現されていない
のが，前節(h)で示した大学図書館基準で、要請さ
れている図書館職員の専門性の問題である。欧
米に限らずアジア諸国や豪州等においても大学
図書館には特定の学問領域に精通した専門司書
(アメリ力におけるサブジェクト・ライブラリア
ン)が充分に配置されていて，その分野における
蔵書構築から高度なレファレンス業務に携わっ
ている。この機能は，国立大学では，役職とし
ての「図書館専門員」という制度があり，大規
模大学において 2，3人の職員がその職にはある
が，充分に機能しているとはえず，人事面(そ
の後の昇進に関して)も配慮されているとはい
いがたい状況にある。この問題に真撃にしかも
緊急に取組まなければ，研究者や学生から信頼
され頼りにされる大学図書館としての発展は望
めない。
3.図書館の電子化・自動化
電子図書館と図書館の電子化とは違うという
いい方もある。ネットワーク社会では，電子図
書館の方が未来に向かって聞かれていて，社会
的な関心も引きやすい。しかし，膨大な年月を
要して収集構築されてきた蔵書の所在情報をネ
ットワーク経由で検索し，図書館内での配架場
所の特定を可能にすることや，新しい図書の受
入，配架，蔵書点検といった基本的な図書館業
務の電子化・効率化・自動化を最優先させるべ
きである。
図書館の電子化は，学術審議会の建議にある
電子図書館機能の要目でもある目録!静慢の遡及
入力に加えて，最近各方面で注目されている非
接触型 ICタグとその関連技術を駆使すること
によって飛躍的に進展すると考えられる。
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( 1 ) 目録情報の遡及入力
これは，図書館の電子化の基本であるので，
すべての電子化関連の事業に先行して完了させ
るべきである。そのことによって，全国の(大学)
図書館に分散されている図書の所在f静置がネッ
トワーク経由で居ながらに入手でき，図書の相
互利用が促進され，図書館内での貸出返却業務
等も効率化される。この事業は，中小規模の大
学では解決済みのところが多いが，東京大学を
始めとする殆どの大規模大学においてまだその
半分も達成されていない状況にある。この事業
を遅らせている原因は，他の電子化・電子図書
館の事業に比べて地味でありしかも莫大な経費
を必要とする点にある。現在では，それぞれの
大学で経費を学内的に調達する以外に手立ては
ない。
目音葉情報の遡及入力には，一冊当たり 150円
から 15∞円程度の経費が必要であるといわれ
ている。未入力件数が1∞万件を超すと大学図
書館にとっては容易に調達で、きる金額ではない。
一方，伝統的な目録カードと力一ドケースに愛
着をもっ利用者も多い。九州大学附属図書館で
は，目録カードを高速自動スキャナーでイメー
ジとして取り込み，カードケースの目録力一ド
をめくる要領で検索するシステムを開発し，ネ
ットワーク経由でサーピ、スを行っているo これ
は，カード愛好者の拘りに応え，目録情報の遡
及入力作業を支援するシステムとしても機能し，
いわゆる多言語の問題にも対応できるものであ
るo 1イ牛当たりの費用は 10円弱と安価である。
幸欣見受入の図書については，現在目録力一ド
は作成されていないことを考えると，当座を凌
ぐ手法として以上の使い道がある。 IT先進国と
いいながら電子化の第一歩でさえ踏出し得てい
ないことの証である力一ドケースをいつまで図
書館の真中に据えておくつもりなのだろうか。
(2) ICタグによる図書館業務の効率化
f静置を電子的に保持して電磁誘導により非接
触で情報交換をする RFID(RadioFrequency 
I dent i f i cat i on)の技術が急速に発展し様々な
場面で活用され始めている。形態も様々である
が，図書に貼付するものは，樹脂にマイクロチ
ップを埋め込み，送受信アンテナを印刷したも
ので， J溺到な容量のメモリ等をもち，電源はも
たず噂舟のスキャナーからの電磁誘導により供
給される電力により動作し，一度に複数のタグ
の構報を読み書きで、きるものである。
これによって，従来のバーコードやタトルテ
ープに依持してきた図書館業務も代行で、き，新
たな効率化も可能になる。すなわちJ ICタグ技
鰐iこよサ， (a)図書受入作業の効率化， 的
黛出，返却作業の効準化， (c)図書の寅部・返却
業務の無人化， (d)ブ、ックディテクシ羽ン装置と
の連携， (e)退部本の配袈作業の負担軽減， (f) 
麓欝点検作業の負担軽減， (g)書架へのアンチナ
る該当国蓄の位置表示，的自動嘉保シ
ステム構築，等が可能になる。
単留は現在でも既に 1∞円を切っていて，
量産が見込まれれば，大唱に安くなる見通しで
ある。この ICタグに IS8討やその他の図書の識
見Ij，管理， 1童謡等に関するf静昆各図書館に臨
荷な情報等を記銭でをきる標準化を行えば，
の出張'J74愚から上記のような臨書館における
各護の作業誌でが，最拐から図書に貼付された
ICタグだけで可能になる。また，量産効果が生
まれ単揺を一段と低く押さえることができ，
書館における受入作業や自設需報の入力作業も
大幅に効率化できるG
毘内電波j去の規制が緩和されたので，探知距
離の観約やスチール製書架が使用しにくいとい
う揖題，退舘ゲートの通過スピードの問題等も
解決できる見通しが得られた9 また，技術的に
はタトルテープやバーコードとの性用も可能に
なってきた。また，最近大手出競社等で ICタ
して書藷を出臆するという動きも出て
いる合
九弼大学問属図番館でiま昨年度(平成 13
度)創設された小規模の図書館である筑紫台舘
にこの技需を企業との共開研究開発の形で先行
的に導入い現在建築が進んでいる分館の建物
において，自動書架と連携させる計醤を進めて
いる。これにより，十分な人員配置の盟難が予
される法人化以緯における大学図書舘の効率
的な運嘗・雄持という課題に対する…つの解決
策が得られるものと期待している。これは，平
成12年8月国立大学図書館協議会に筆者を世話
役とした研究チームによる検討に担え，
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罷ではあるが附属謡番鶴!こ設置した研究開発室
活動の具体的な成果であ仏大学図書館基準で
指橋されている研究開発機能の重要性を証明し
た一例でもあると考えている。
4.大学における電子園番館の現況
章子盟書館の定義iま一様で‘はない。いわゆる
図書館の電子化とは一線を顕すものや両者会活虫
合した提え方もある。学術審議会の建議では，
f竜子的↑静震資料を収集"作成 z整理・保存し，
ネットワークを介して樹共するとともに，外部
の靖報資源へのアクセスを可能tごする機能をも
つもおjとし， rこれにより，利用者は基本的
に関謡館に出向くことなく，的確・迅速かっ時
間に制約されずにサ…ピスを受けることができ
る。 Jとしている。また，国立関会図書館では，
f国書館が通信ネットワークを介して行う一次
f静震設びニ次f静震の電子的な提供とそのための
と定義している。両者の聞には若干の遣い
はあるが，例えば，筆者が特に重要である
えている，図書目録情報C還及入力や電子ジャ
ーナjレの導入等は，どちらの定義にも也合され
(得)るので，ここでは定義には持らないことに
する。
大学国書館においては望平成8年に出された
学衛審議会の建識を実現する方向で，平成吉年
度京都大学と筑波大学に7 また，平成10年長東
京工業大学，神戸大学，国書鎮構報大学に電子
図書館機能め強化省充実のための予算が認めら
れ，各種の電子爵書館関係の事業が展開されて
いる。また，これらに先行して，奈喪先端科学
技術大学鶴大学において法電子図書館機能が実
現されている。
5.電子図書誌の未来
大学図書館に対する電子図書館機能の充実に
関する文部省からの蓋接的な予算措置は，平成
10年度で中断されていた。しかし，平成 12年
度補正予算でいくつかの大学に対して 1年眼り
ではあるが特別な措置がなされた。また，組織
だってはいないが7 各大学で貴重書や紀要類の
電子生が少しずつ進められている。
(1 )電子図書館機能の基盤整犠
平成 1年以誇は，各大学で学内のf静置関連施
設との連携強化!こよりこの諜題に取組んでいる
ところが多い。平成行年夏に発足した東京大学
におけるf静震基盤センタ…，平成12年症に発足
した九州大学f静護基盤センター，大薮大学サイ
/ミーメヂィアセンター等がそうであり，他の大
学の大型計算機センターもこれに続いている。
これもの大学では，図書館との連携が強化され，
少なくともネットワークやハード薗での龍子語
審舘機能の基盤整髄は確保されたといっていい。
この方向は，建議でも推奨されていることであ
る。
(2)電子的資料作成経費の充実
曜子爵書館機能の拡充の中核である電子的資
料の作成に関しては，こうしたf静震基盤センタ
一等でi副首躍されていなし、。また，罷有の予算
措震を受けている京都大学等では，電子的資料
待成のための予算は期限付きで多少措盟主れて
いるが，それは主に阻害館会苧庁有する貴重本な
どの一次資料の電子化を支援するためのもので
ある。書籍の所在f静授のネットワーク経由での
検索に欠かせない国毒自録ヂーヲの溜及入力に
要する予算は，時折分野ごとに措霊されたこと
はあったが，体系だった継続的な措置にはなっ
ていない窃
(3)童子ジャーナルの棒系的収集
各種の一次資料については，竃子盟書館機能
の口とつとして言及されてはいるが，学術雑誌
の電子的媒体である電子ジャ…ナんについては，
全くといっていい程触れられてこなかったo
子ジャーナルi丸この数年間に急速に浮上蓋普
及してきたものでまち仇予算上の問題，契約上
の需題，コンソーシアムの問題，会計上の問題
日本社会霞者の問題点が数多く含まれてい
て，一筋縄でi討すかないことはよく理解できる。
しかし，それぞれの大学で発留された紀要の
類にアクセスできるだけで詰，不十分であるこ
とは明らかである。竜子臨書盤機能においては，
学会や商業出版社等による電子ジャーナルやニ
次資料ヘアクセスできるという機能が不可欠で
ある。電子図書館には，主要な龍子ジャーナル
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へのアクセスを予算と機能の両面で早急に確保
することが求められる。今年(辛或昨年)3月に
出された f学術情報の流通慕盤の充実について
(審議のまとめ)Jでli，学智?静授の流通基盤に
関する現状を分析した上で，学術情報の;五重基
盤に関する基本的方策として，学術f静震を体系
的に収集する体制の整備や情報発号機能の充実，
電や情報のアーカイブ機能の整嶺等の重要性を
指摘し，また学術す静授の円j舎な流通を図るた
めのさき語の具体的方策として，電子ジャーナん
の棒系的収集や大学 a 学協会等からの?静震発濯
機能の強化，大学国謡館のポータルサイト機能
整備等を指摘し，これからの電子国書館の持つ
べき機能を明確にしている。これを実現するこ
と，特に，電子ジャーナル体系的収集と安定的
提供が当面の課題であろうむ
(4)ジャーナルはこれからも必要か
SPARC活動に加えて次のような可能性
を3器鼓しておくことも重要である。現主では，
冊子体のジャ…ナルにしても，その電子版にし
ても，論文が投稿合れてかも出版されるまでに
2年以上を要するものが少なくない。進展。〉著
しい分野では， 2年以上も結晶した論文は参照
笛壇をもたないことが多い。そうした分野の研
究者は，これまでもプレプリントやテクニカル
レポート，盟擦金識の会議録といった速報誌に
よる論文を重視してきた。最近では，各研究者
の官ebサイト上にある挑むベー1¥ー を重視して
いる。最も速報性がまちり，各種の検素早ポット
;こより定期的に捕捉されるので，検索濡れも少
ない。
このような扶況にあっても，いわゆるインパ
クトファクタ一等で権威付けられた商業誌に投
稿する主な理由は，論文の権威付けにあり，研
究者の就職や昇進，競争的研究資金獲得の欝の
評題材料として有交きであるからである。したが
って，サイエンス‘サイテーション・インヂク
ス(SC1)にヲiかれる予め瀦ばれたインパクトフ
ァクタ…の高い学術雑誌が重要ということにな
るのである。
しかし，最近，計算機科学分野でよく龍われ
るCiteSeerシステム法，1静夜科学的な手法を懐
Web上の学箭靖報を対象にした自簿的なサ
イテーション箇インデクシング・システムで，
上述の SCIのように対象ジャーナルが予め選定
されている必要もなく， Web上のすべての論文
が対象になり得るD 多少のエラーやノイズは当
然含まれるが，公表した論文の引用↑静置を的確
に知ることができ，伝統的な SCIに代わり得る
可能性と発展性を秘めているD そうすると，権
威付けられた商業誌やその電子版の必要性は極
端に1tf.くなるであろうD
前述の(3)の主張と矛盾するように感じられ
るかも知れないが，この時点で，各種学会の出
版する論文誌の電子ジャーナルや大学等のある
程度まとまった大きさの研究機関が編集し，Web 
上に公開する紀要の類が非常に価値をもった
「ジャーナル」として機能することになるD こ
れらは，当然何らかの論文審査や査読のプロセ
スを済ませたもので、あり，その意味で品質の保
証されたものになるD 組織として品質の高い
WebペーJ¥ー を発行している学会や研究機関が
権威をもつことになり，そこに優秀な研究者が
会員として，また研究員として集結する，とい
った新しい組織や学会の動きが芽生えることも
十分考えられるD
(5)電子図書館時代の知的な参考調査業務
このような自動的な学術情報収集と自律的な
サイテーション・インデクシングにおけるエラ
ーやノイズを少なくし，信頼性を高め効率化す
るためには，インターネット上の↑静置資源の発
見を目的にして研究されているメタデータ記述
の手法やその標準化・普及が重要になってくる。
それらの記述規則に支援される形で様々な電子
図書館時代のいわゆる参考調査の手法が開発さ
れ，使用されることになるであろう。
最近，九州大学で展開しているいわゆるサイ
Jトスペースにおける莫大な数量の(判髄)テ
キストデータから重要なキーワードの発見に関
する研究などは，こうした 電子図書館時代に
おける参考調査のための知的な手法を提供する
ものと期待できる。
また，そのような時代に参考調査担当の図書
館職員に求められる技能や資質等についても検
討しておく必要があろう。
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6. 九州大学におけるいくつかの取組み
九州大学附属図書館では，各部局に対する総
長からの要請に応じて，平成1年1月に「短
期闘中期園長期の課題Jを設定し，平成 12年
1月には， r中期目標・中期計画Jを策定した。
これに先行して，平成 10年4月には，これから
の九州大学附属図書館における重要課題及び緊
急を要する課題とその解決策について検討を行
い，以来5年間に亙って附属図書館の整備・充
実に努めてきた。文部科学省や学内各層のご理
解とご支援を得て，あるものは既に実現し，多
くのものが実現に向けて動きつつある。本節で
は，こうした大学図書館の将来に向けての取組
みを紹介する。
6. 1附属図書館の目標
本稿の冒頭で示した大学図書館基準は，大学
図書館の在り方を端的に示しており，本学附属
図書館にとっても当然第一の目標で、あるo 学術
審議会から出された建議「大学図書館における
電子図書館的機能の充実・強化についてJでも
指摘されているように，従来の紙媒体での学術
↑静Eの収集・来踏能化・管理・提供という図書館
機能に加えて，学術情報の創造・発信とその世
界規模での共有という新たな機能を充実させる
ことが今後とりわけ重要である。また，建議が
出された時点では顕在化していなかったオンラ
インジャーナルへのアクセスの確保も，それ以
降の急激な電子化・ネットワーク化の動きによ
り，必須の研究図書館機能として強く要請され
るようになってきたD こうした電子化資料の整
備を進めていくことが，第二の目標であるD
本学は研究機能と研究者養成を重視する研究
大学をめざして，研究院・学府・学部と研究所，
病院，センタ一群等を基本にした新しい大学組
織を構築し，これからの時代に適応できる教育
活動，研究活動，組織運営の活性化を図りつつ
あるD そうした本学の新しい機能と組織に対応
した大学図書館を構築・運営し，大学改革と活
力ある大学づくりに積極的に寄与することが，
第三の目標であるD
本学附属図書館では，こうした基準や建議に
彊われている理念および本学の目的・目標を忠
実に実現・実施するために，次のような三つの
観点から国書館機能の充実を目指している。第
…の観点は，学生にとっては，学習と需報収集
のために行かずにおれなくなるような学問的な
雰囲気と活気に満ちた学習臨書館を提現するこ
とである。第二の観点は，研究者にとって，体
系的な蔵書構築と景富な研究資料が准謀され，
ネットワーク社会の思惑を存分に享受できる機
能的で充実した研究臨書詰を構築・連繋するこ
とである。さらに，第三の観点として，ある種
の経営感覚を構えた事業体としての大学図書館
の運営を模索すること
6.2間島図書館の出器の課題とその速球状況
このような盟愈を実現するために，以下に示
すように中期目標・計彊として取組むべき 10
個の課題を設定して，その実現に向けて努力を
続けている。各項目の後半に悲したように既に
成果をあげつつあるものもある号
(1)蒋来計聞の策定と実箆
全留の大学図書館に共通した法人化や定員削
減の勤きに加えてf 本学でl;t，新キャンパスへ
の統合移転が控えている。これらの問題を問時
に解決するための基本計画を，密書館関連の新
しい技術の動向や可能性も視野に入れて綿密に
葉定しておく必要がある。統合移転にf却すての
準備作業として，また，盟書館業務の雀力化の
ための基本的な作業として，まず，図書信銭デ
ータの遡及入力を早期に完了する必喪がある9
本学では，平或12年度に導入された教育研究
基盤経費からの特到な予算措置によ仏平成12
年からの5年間でこの事業を完成することにし，
既に3年近くが結晶し着実に進展している。
(2)図書館総識鎗機構の再縁
筑紫地問£開設以来既に約20年が粧品し，
約 1∞0名の学生や研究者を擁する本学の主要
ンパスの一つで島るが，これまで盟書館分
館が設震されていなかったG そのため，稿用者
に，特に学金や留学生に十分な図謡館機能を提
供できず，本平等感と不自由な思いを強いてき
た。医学分謹には，医学繍鵠学・薬学系の総合
して，また，陛噛薬系の九州地区!こお
7 
ける中核的拠点問書結としての機能の強住!こ加
えて，読院を通じてぬ社会連携という観点から
の整議充実カ匂愈く望まれている。
図書館組織に関してl;t， それを機能面から再
繍し，庶務経理部門噂門商警部門，研究開発
部門に区分けして，新しい時代の多様なニーズ
に迅速かっ効果的に対応できる体制を検討する
ことも必要である。特に，専門前番部門を顕在
化させ諸外国弛みに養護することは，日本の大
学問謡館二共通した重要な課題である。?静護基
盤センターとの連携強化も重要である。
これらの課題の中で，筑紫分館の設盤につい
ては，平成13年援に文部科学省の智司令改正によ
り本学3諮問の分館として正式に設童が認めら
れ，分舘が入る建物「学際教習研究交流棟J(俣
称)も平成13年度の第2次損正予算で措慣され
建設が進んでいる。 f静侵基盤センヲーどの連携
については，センター創設時に時属盟書館から
援替えた職員がそのまま常駐する形で緊密な連
携を図サ，同時に， 1静護基盤センヲーのf静まサ
開ン分室を中央図書鰭， 3つの分館等に配濯し
てもらうことによって，提来型の図書館内での
学術情報の検猿湖利用から世界中のネットワー
ク上にあるf静震の検索・手IJ用までをシームレス
に行うことを耳能iこし， 1静際社会・ネットワー
ク社会における学習認書館機能の充実を困って
いる。
(3)財政基盤の確立
多くの盟立大学附属図書館と関捧に本学にお
いてもその運営経費や図欝資料費等は，文部科
学省からの配当〈語審購入琵図書館経費，号制来
装童維持費等)の他学内校費振替(経常的経費
と臨時的経費)や教育研究特別経錠(総長裁量経
費)，受益者負担金等によって賄われているo平
成 12年度からスヲー卜した新しい予算制度の
もとでの振替稿壊の確立と分語・部鳥図書躍を
含めた附属図書館全体での一括措震が翠まれる口
また，学習図醤鑓機龍の基本である学生用密書
を格段に充実させるための継続的な予算搭震が
強く
外冨雑誌の一指契約・購入によ
謂整，オンラインジャーナjレ等の電子的図書資
料の…括契約繍導入を推進して，大学全体とし
ての経費の節減に努め，全学的見地から予算を
効率的に運用することも必要である。
こうした財政基盤の強化に関して，本学では
多くの点で学内の理解が得られ，先に述べた図
書百録の遡及入力経費や平成 12年度には学生
用参考図書費の特別な措置に続いて，平成 13
年度には電子的2次資料経費やその他の共通的
な経費の経常的経費化，オンラインジャーナル
導入経費及び学生用図書経費についても特別な
措置を得た。
(4)学習図書館機能の充実
高度な研究者・技術者を養成する能力を有し
た研究大学を活性化し，強化するためには，遠
回りのようであるが，学生，特に学部学生が主
体的かつ積極的に勉学に没頭できる知的な環境
を整備することが効果的である。そのためには，
学生達が学習とf静買収集のために日常的に利用
できる空間・装置としての充実した図書館機能
を整備することが肝要であるD
このような学習図書館機能の実現には，体系
的で網羅性のある蔵書構築が基本である。また，
学習園調査・研究の目的ごとに選べる多様で機
能的な閲覧机やパソコン，↑静Rコンセント等の
↑静R関連機器の整備や，各種の視聴覚施設の整
備，特に留学生のための母国の衛星腕差を受信
できる装置等の一層の充実を図る必要があるD
本学附属図書館では，先に述べたように，学
生用図書に対する特別な予算措置を得て，学生
の視点に立った蔵書構築に着手した。こうした
特別な予算措置を得たのを契機に，図書館の憲
法ともいうべき蔵書構築要綱等の体系的な整備
を進めているD
(5)研究図書館機能
研究図書館機能としては，次項で述べる電子
図書館機能に目を奪われがちであるが，伝統的
な紙媒体を対象にした機能の整備を怠つてはな
らない。貴重図書や大型コレクションを始めと
する研究図書の体系的な蔵書構築を行うために
予算措置も含めた工夫が必要である。
大型コレクションに関しては文部科学省から
の全国で毎年十数件程度の予算が認められてい
るが，大学独自の仕組みも必要であるD 平成 13
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年度からスタートした間接経費を運用すること
によって，主として時流に乗った理工系等の大
型研究費に付随した間接経費の一定比率を大学
図書館の貴重書や大型コレクションの経費に充
当し，次代を担うべき人文社会系等の基礎分野
を間接的に支援し強化に繋げることは，大学の，
特に総合大学の見識であり，新しい重要な研究
戦略と考えられる。今年度(平成14年度)はこの
戦略のためのある程度まとまった予算措置が間
接経費から行われた。
(6)電子図書館機能の充実掴強化
図書館の電子化と電子図書館機能の整備の第
一歩である図書目録データの入力作業は，統合
移転前に完了する見通しである。これによって，
移転期間中の図書の所在に関する混苦しを避ける
ことができるだけでなく，電子図書館機能の充
実・強化へ向けての次のステップへ踏み出すこ
とが可能になったD
また，平成12年に度発足したf静R基盤センタ
ーとの幸邸銭面を含めた様々な協力関係により，
電子図書館機能実現のための基盤は格段に整備
強化された。この基盤の上に，科学研究費補助
金「研究成果公開促進費(データベース)J等を
活用して，貴重図書や研究成果等の電子化とい
ったコンテンツの開発とf静R発信の事業を組織
的に推進する段階にある。 平成13年度から特
別な予算が得られたので，オンラインジャーナ
ルの体系的導入にある程度の見通しが得られたc
オンラインジャーナルの学内の人で、あれば誰で、
もどこからでも見られるという特性や大手の出
版社が全タイトルにアクセスできる有利な条件
を提示していることなどを考え合せると，これ
まで冊子体に対してとってきた受益者負担とい
う方式の維持は不自然であるので，全学的に経
費を負担する方式を考える必要がある。
(7)図書館業務の改善
最近，様々な業界で注目されている「物に情
報を貼る」という ICタグによる新しい技術を発
展させ，適用することにより，図書館における
図書の受入から貸出，返却，点検，管理，配架
に至るまでの様々な業務を効率化・自動化でき
る可能性が急浮上してきた。この技術には，図
書館。)24時間開館の実現等，学習穆研究図書館
としての機能に大きく貢献できる可能性がある。
本学期属図書館では，この技術に特別の関心
を持ち， 3節で述べたように，筑紫分館に企業
との共同研究開発という形で実現した。
(8)図審館における教育と研究
大学国書館の重要な業務として参考誤査があ
るo 1:静量社会 E ネットワーク社会の定着ととも
に，その内容に大きな変化が生じている。参考
調査の対象が単に内外の函書舘内に留まらず，
文牢通りグCJ-Jむしに分散した恥む上の学術情
報!こ及ぶことも少なくない。そこでF 主に新人
生を対象にした，盟書館における構報捜索やイ
ンターネット上での?静震探索を始めと宇る各種
の↑親探窓技法から，インヲーネットの硬い方，
f静夜社会における慕礎的な法と論理等に至るま
での r1静&')テラシー 教高jへ関わっていくい
とが参考読衰の新しい業務として期持されつつ
為るむ
九州大学では，平成13年度から，こうした情
報リテラシー教育を扇蓄額職員が↑静設基盤セン
ターの技宮等と連携して全学の学生を対象にし
て実施している。また，大学密書欝における研
究開発機能の重要性は，大学関書館基準でも指
撞されている通りであるが，国立大学では正式
な組織としての研究関発室は実現していなし'0
本学でな，平成 1年度から研究開発室勤務の助
教様1名の学内運用を得て，図書館の電子牝と
龍平図書欝に期する具体的な研究開発に従事し
ている。先!こ述べた ICタグの研究やイメージと
して入力された図書カードの検索システム等i二
寵して顕著な成果を易げている。
(ヨ)社会連携網間際連携の擢進
大学図書館にも地域への開放，地域との連携，
菌捺連携が袈話されている。新キャンパスの密
書館における社会連抵先端科学技需硯究セン
ターと同一キャンパスにある筑紫分館における
産業界との連携，盟学分館における患者とその
見舞い客等を介した社会連議等について検討す
る必要がある。また，永年に直って外国雑誌、セ
ンヲ…館としての震学分館が京高アジアの研究
して行っていた文献接写サービスや間
9 
際的な ILLサービス等もネットワーク社会と関
連付けて再度検討する必要がある。さもに，附
属図書館ぬ活動や問題点をj玄く理解してももう
ために，ホームページや臨書館構報等の逐次刊
行物を充実させ，広報活動と構報公開に努める
ことも重要であるむ国際化に対frtするためにホ
ームページを始めとする英文による広報活動に
も力を注がねばならないG
本学では，平成10年震末に韓国ソウル大学校
の間に交流協定を結び，出版物の
交換等いくつかの交流事業を行っている。この
協定は，その後大学問の協定へと発展した。今
年(平成14年)fj::，韓国慶北大学校図書館との間
で交流協定を締結し，交流活動を開始している。
また，早成12年度には接関市総合図書宣言との関
に相互貸活協定を締結し，この図書館を通じて
…般市民への毘蓄の貸出しも行っている。さら
に，今年から行政評価局の斡旋を受け入れ制限
つきではあるが市民への車接貸出も始めている。
(10) 点検・評価システム
本学時震図書館では平或12年度に自
評価を行い，J去範間の利用者を対象にしたアン
ケートも英雄したりまた，学内外の有識者によ
る外部評価も行ったむこうした自己点検評価・
アンケ…トを定期的に実施し，到達度も合めた
外部評缶を得て，その結果を図書舘の運営に反
映させるという循環を定蒼させる必要がある。
また，民間企業で行われている話標評価管理事j
して，各職員が自分の職務を的確
し，その達成に関する許慣の意識をもつ
ように心がけることも必要であると思わ仇る。
このような附属国審誌の活動や改革の方向を
明確にし，事業体としての経営感覚を維持する
ための試みとして平成12年度から附属図書留
簡識柴員会における予算"決算の審議は，
附事業報告jを前田に押し出して，それに
基づく予算・決算という形で、行っている。まずむ
ここで措路を紹介した時震国書館の中期昌標量
計面安輯議員会の度に，その達成状況を確認し，
しを行っている口
7. おわりに
以上，これからの大学図審態と電子図書舘に
関して，若干の私見を述べ，九州大学における
この数年間の取組みについて紹介した。冒頭で
触れたように，大学臨書館基準や謹議等に謹わ
れていることを，再考し，それをまず悲演にそ
して誠実に実行・実現していくことが重要であ
る。例えば，この?静民社会・ネットワーク社会
において，特に必要性が認識されてきた図書館
における研究開発機能については，
どの大学密書館でも手がつけられていなかった
坑既に大学図書館基準にはっきりと肇り込ま
れているのであるG
この原稿は，平成12年の暮れに京都大学で開
催された電子盟番館に関する冨際会織のチュー
トリアルや今年の盟に関獲された図書館職員の
長期研諺のために用意した資料，今年 f大学と
学生jに寄稿した原語等i二加鞭修正・語集を行
ったものである。
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